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 初夏の候、保護者・地域の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 
 今年度もスタートして、２ヶ月が経ちました。５月末の体育祭は中止となりましたが、種目内容を変更
して行われた校内体育大会では、「全力」をテーマに全校生徒で頑張ることができました。また５月は、
全市一斉のいじめゼロ強調月間でした。全校生徒でいじめゼロ標語の作成をし、各クラスの廊下に掲示
しました。 
 ６月は梅雨入りとなります。３年生は修学旅行も控えています。７月に入りますと、３年生にとって最
後の総体大会が行われます。忙しい時期となりますが、メリハリを持って生活することが大切になりま
す。どうぞ、ご家庭と学校、地域とで連携を図り、生徒の健全な育成につながるよう、ご理解ご協力をお
願いいたします。 
 
〇いじめゼロ強調月間の取組 
１ いじめ防止リボンの着用 
  全校生徒が、「いじめをしない・させない・許さない」を宣言する黄色のリボンを、名札につけて生

活しました。ご家庭でも、いじめ防止について、話し合ってみてください。 
２ いじめに関するアンケートの実施 
  いじめに関する情報の収集、早期発見早期対応を目指し、年間 5 回実施します。今回のアンケート

でも、悩みや困っていることの記述があり、早急に対応しました。ご家庭でも、気が付いたことがあり
ましたら、学校までご相談ください。また、ネットでのいじめに関しては、学校での関与が難しいとこ
ろです。ご家庭で、約束事を決めたり、定期的に使用状況や内容の確認をしたりしてください。 

３ いじめゼロ強調月間スローガンの学級掲載 
４ 全校生徒による「いじめゼロ標語」の作成と廊下掲示 
＜生徒作品の一例＞ 
・思いやる 優しい気持ち 行動に     ・いじめゼロ 笑顔があふれる 学校に 
・助けよう 笑顔が増える 優しさで    ・その言葉 いじめになるよ 気を付けて 
・ふざけでも 相手が嫌なら いじめです  ・ありがとう 言われた人は うれしいよ 
・考えて 今言った言葉 その意味を    ・考えよう やって良いこと 悪いこと 
・やめようよ 自分がされて やなことは  ・人間は みんな違うよ 個性だよ 
・いじめはね 心に刺さる 深い傷     ・悪口は 自分の心が 悲しむよ 
・知らないの 遊びの限度 どこまでか   ・いじめゼロ 鬼怒プライドの 名にかけて 
・考えて 発言行動 いじめゼロ      ・誰にでも 味方はいるよ 負けないで 
・いじめゼロ 習慣づけよう いつまでも  ・鬼怒中の ナンバーワンは 笑顔だね 
・良いところ 見つけるだけで いじめゼロ ・いい加減 見て見ぬふりは やめようよ 
・いじめゼロ 素敵な仲間 大切に     ・周りから いじめをなくす 心がけ 
・心をね 相手の立場で 考えよう     ・楽しいね そう言っているけど それいじめ 
 



〇私の娘も、今年、中学校 1 年生になりました。 
娘は、新しい環境で、新しい友達ができ、新しい先生たちに出会い、忙しそうに日々を送っています。

仕事から帰宅すると、時には嬉しそうだったり、疲れきっていたり、不満そうだったりと、いろいろな表
情を見せています。私も中学校の学習や生活に慣れようとして、きっと必死なのでしょう。中学生の子ど
もを持つ保護者の気持ちに立って、生徒や保護者の皆様とともに、頑張っていきたいと思います。 
 そこで、私が教師としても、親としても心がけている言葉がありますので、ご紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

私たち教師は、生徒に学習や運動、社会性などを身につくよう、日々仕事をしています。しかし、子ど
もたちは、実はそんな教師の姿勢や背中を見ているのかもしれません。 

ご家庭でも、思春期ともなると、子どもは言うことを聞かなくなることもあるでしょう。しかし、子ど
もはそんな中でも保護者の背中を見つめ、その生きざまに大きく影響を受けているのかもしれません。 
 私たち大人は、子どもにとって良いモデルとなるよう、一生懸命生きている姿を見せることが、最も良
い教育なのかもしれません。 
 どうぞ、ともに協力して、お子様の健やかな成長を目指して、頑張っていきましょう。 
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批判ばかりされた子どもは、非難することをおぼえる 

殴られて大きくなった子どもは、力によることをおぼえる 

笑いものにされた子どもは、ものを言わずにいることをおぼえる 

皮肉にさらされた子どもは、鈍い良心の持ち主となる 

しかし、激励をうけた子どもは、自信をおぼえる 

寛容であった子どもは、忍耐をおぼえる 

称賛をうけた子どもは、評価することをおぼえる 

フェアプレーを経験した子どもは、公正をおぼえる 

友情を知る子どもは、親切をおぼえる 

安心を経験した子どもは、信頼をおぼえる 

可愛がられ、抱きしめられた子どもは、世界中の愛情を感じとることをおぼえる 

 

子どもは、親の言うようにはならない   親のするようになる 

 

子どもは、先生の言うようにはならない  先生のするようになる 


